
はじめに
早期採用者が新製品の普及に与える影響

新製品を早期に採用し、後期採用者に推奨する個人のこと。
早期採用者とは

◀
消
費
者

消費者が他者と異なる状態を求める度合い。
独自性欲求とは

●早期採用者のクチコミを介すると…
信用できるから
買おう！

◀
消
費
者

広告 クチコミ

いい製品だな。 この製品いいよ！この製品
いいですよ！

▲早期採用者
（信用がある）

早期採用者のクチコミは、
新製品の普及を促進すると
言われてきた。

●早期採用者のクチコミを介さないと…

広告

▲企業
（信頼がない）

信用できないから
買わない。

この製品
いいですよ！

企業に信用がないため、
広告のみでは
新製品の普及に限界がある。

シェア&スケア理論では考慮されてなかった早期採用者の行動の動機と能力に着目し、
どのような消費者が正や負のクチコミを発信するのかについて、再検討する！

二
段
階
の
流
れ
仮
説

古典
理論

最新
理論

シ
ェ
ア
＆
ス
ケ
ア
理
論

▲企業
（信用がない）

でも、高い！

◀
消
費
者

●早期採用者の独自性欲求が高いと…

広告 クチコミ

▲独自性欲求の高い
早期採用者

▲企業
（信頼がない）

この製品
いいですよ！

良い製品か
わからない。いい製品だな。 この製品いいよ！

独自性欲求が高い早期採用者は、
負のクチコミも発信し、新製品の普及を阻害しうる。

既存研究レビュー

早期採用度とは 消費者が新製品を早期に採用している度合い。

・早期採用度が高い
消費者は、
シェアをする！

高い 低い

後期採用者
クチコミしない

低
い

高
い

早期採用者
シェアをする

早期採用度

独
自
性
欲
求 早期採用者

シェアをする

高い 低い

低
い

高
い

早期採用度

独
自
性
欲
求

後期採用者
クチコミしない

早期採用者
スケアをする

早期採用者
スケアしない

・早期採用度が低い
消費者は、
クチコミしない！ ・早期採用度が低い

消費者は、
クチコミしない！

・独自性欲求が低い
消費者は、
スケアをしない！

・独自性欲求と
早期採用度がともに高い
消費者は、
スケアをする！

早期採用者として 独自性欲求のために

自分と同じ新製品を他者に
真似されると独自性が失われる。

他者が採用していない
新製品について、自慢したい！

シェア（正のクチコミの発信） スケア（負のクチコミの発信）
シェア＆スケア

方略

●シェア＆スケア理論によると、独自性欲求の高い早期採用者は…

新製品についてのネガティブな評価。
（例）けど、高いんだよね～。

新製品についてのポジティブな評価。
（例）この製品めっちゃ高品質！

最新理論（シェア＆スケア理論）

既存研究の問題点

仮説提唱
似たような概念である「早期採用度」と「独自性欲求」を、
異なる概念として扱って、消費者を分類してしまっていた！

早期採用行動の動機は「独自性欲求」であるため、「早期採用度」という概念を廃止する！

行動 動機
早期採用行動 独自性欲求
シェア ？
スケア 独自性欲求（独自性の維持）

他者とは異なる新製品を自分は採用しているぜ！
（独自性を自慢して、独自性欲求を充足させたい！）

▲他者
▲早期採用者

他者がまだ採用していない
新製品を採用しているぜ！

後期採用者よりも早期に、
新製品を採用したぜ！

「シェア」の動機も「スケア」の動機も、
高い独自性欲求なのに、
なぜ、両方をともに行う早期採用者と、
「シェア」のみを行う早期採用者が存在するのか？

▲シェア＆スケア理論の早期採用者

いいね！
シェア

スケア

「採用製品の独自性」は、
他者に同じ製品を
真似されると
喪失してしまう！

「スケア」を行う！

「採用時期の独自性」は、
他者に同じ製品を
真似されても
喪失しない！

「スケア」を行わない！

▲二段階の流れ仮説の早期採用者

いいね！
シェア

シェア スケア

早期採用者が「シェア」を行う動機
について、考慮できていない！

矛盾

シェア

尊敬 「採用製品の独自性への欲求」と「採用時期の独自性への欲求」
の２つの独自性欲求で、
スケアが必要かどうか、が変わってくる！

仮説2の提唱

いずれかの独自性への欲求の高い消費者は、
どちらの独自性への欲求も低い消費者に比べて
シェア行動意図が高い！
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採用時期の独自性への欲求
高い 低い

独
自
性
欲
求

独自性欲求
独自性欲求充足能力

独自性欲求
独自性欲求充足能力

新製品をいつも早期に採用できている人。 新製品をいつも早期に採用できている
わけではない人。

新製品をいつも後期に採用している人。

いつも独自性欲求が充足されている。 いつも独自性欲求が充足されている
わけではない！

偶然、普段早期採用できない「早期採用希望者」が新製品を早期採用できると、
独自性欲求を満たそうとして、より活発にシェアやスケアをするはずである！

いずれかの独自性欲求が高く、
独自性欲求充足能力の低い
早期採用希望者が、
新製品を早期に採用した場合、
シェア行動意図は高い！

採用製品の独自性への欲求が高い消費者は、
採用製品の独自性への欲求が低い消費者に比べて
スケア行動意図が高い！

２種類の独自性欲求に関する仮説の提唱

仮説1a：シェア行動意図に関して 仮説1b：スケア行動意図に関して

新規概念：独自性欲求充足能力

早期採用度（「行動」の指標）
独自性欲求（「動機」の指標）
独自性欲求充足能力（「能力」の指標）

独自性欲求充足能力とは
新製品を早期に採用するために必要な能力のこと。
これがないと、たとえ独自性欲求（動機）が高くても、新製品を早期に採用できない。
定常的な早期採用者 早期採用希望者 定常的な後期採用者

独自性欲求
独自性欲求充足能力
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採用時期の独自性への欲求
高い 低い

低
い

「採用製品の独自性への欲求」が高く、
独自性欲求充足能力の低い
早採用希望者が、
新製品を早期に採用した場合、
スケア行動意図は高い！

仮説2b：スケア行動意図に関して

仮説2a：シェア行動意図に関して

低
い

高
い
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の
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性
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求

採用時期の独自性への欲求
高い 低い

採用時期の独自性への欲求採用時期の独自性への欲求

採用時期の独自性への欲求
高い 低い

高い 低い

早期採用希望者 定常的な
早期採用者

定常的な
後期採用者

定常的な
後期採用者

採用製品の独自性への欲求 採用時期の独自性への欲求

スケア

早期採用者の行動の動機だけでなく、能力にも着目してみると・・・

他者がまだ採用していない
新製品を採用しているぜ！

後期採用者よりも早期に、
新製品を採用したぜ！

採用製品の独自性への欲求 採用時期の独自性への欲求
具体的にはどんな自慢？新製品が他者とは異なるのは、どんなところ？

「シェア」を行う！ 「シェア」を行う！

シェア シェア

独自性欲求充足能力に関する仮説の提唱

おわりに

分析結果

学術的貢献 実務的貢献

実験概要

「シェア行動意図」に関する実験結果 「スケア行動意図」に関する実験結果

その１

その２

その１

その２

その３

独自性欲求を2種類に分け、早期採用者が
正・負いずれのクチコミを発信するのかを
正確に識別できた！

独自性欲求充足能力という新たな概念を
導入することで、典型的な「早期採用者」だけでなく、
「早期採用希望者」や「後期採用者」の
クチコミ発信についても扱うことができた！

「採用製品の独自性への欲求」の高い消費者が行う
「スケア行動」を抑制するように働きかけるべき！

消費者の「採用製品の独自性への欲求」を抑制し、
「採用時期の独自性への欲求」に変換されるように
働きかけるべき！

クチコミの発信を活発に行うと示唆された
「早期採用希望者」を識別し、
彼らが新製品を早期に採用できるように働きかけるべき！

●プレテスト

●本実験

これは高いし、
複雑だから、
友達にも
そう伝えなきゃ。

これは革新的
じゃないから
シェアしなくて
いいや。

・採用製品の独自性への欲求

・採用時期の独自性への欲求

・独自性欲求充足能力

・シェア行動意図

・スケア行動意図

質問票を配布し、
1～7の7点尺度で回答してもらった。

●実験方法

個人の特性
を測定

新製品を手にした時の
行動を測定

新製品を手に入れたというシナリオ

●分析方法

2水準の「採用製品の独自性への欲求」
（高い／低い）

×
2水準の「採用時期の独自性への欲求」

（高い／低い）
×

2水準の「独自性欲求充足能力」
（高い／低い）

の
三元配置分散分析および
下位検定（単純交互効果検定および、
単純・単純主効果検定あるいは単純主
効果検定）を行った。

三元配置分散分析
3つの変数とその交互効果が、
1つの連続変数に与える効果を調べる分析

単純・単純主効果検定、単純主効果検定
1つの変数が、他の変数にどれだけ影響
を与えているかを調べる分析

●私的消費財

所有していると、他者の目に触れ、
真似される可能性が高い。
→「スケア行動」が生じやすい。

所有後も他者の目に触れないため、
真似される可能性が低い。
→「スケア行動」が生じにくい

本論の仮説の外部妥当性を
高めるために、
2種類の実験財を選定！

ホログラフィック
投影機能付き
スマートフォン

◀

AR（拡張現実）技術を用いた
スマートフォンアプリ

▲

●公的消費財・実験財を革新的でないと判断した消費者
・実験財を他者が採用するのにふさわしく
ないと判断した消費者を除外した。

実験財実験手順 分析方法
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b：独自性欲求充足能力

低い

「採用時期の独自性への欲求」が高まると
「シェア行動意図」が高まった！

「独自性欲求充足能力」が低まると
「シェア行動意図」が高まった！

「採用製品の独自性への欲求」が高まると
「シェア行動意図」が高まった！

「独自性欲求充足能力」が低まると、
「スケア行動意図」が高まった！

「採用製品の独自性への欲求」が高まると
「スケア行動意図」が高まった！

平均値（4.80・3.52）
（F＝14.28; p＝0.00）

平均値（4.67・3.52）
（F＝9.66; p＝0.00）

平均値（4.67・6.04）
（F＝15.74; p＝0.00）

平均値（4.14・3.20）
（F＝50.53; p＝0.00）

「採用時期の独自性への欲求」の高低にかかわらず
「スケア行動意図」は変わらない！

平均値（4.14・5.49）
（F＝18.89; p＝0.00）
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a：独自性欲求充足能力

高い

採用製品の
独自性への欲求
高い

採用製品の
独自性への欲求
低い

採用製品の
独自性への欲求
高い

採用製品の
独自性への欲求
低い

採用時期の
独自性への欲求
高い

採用時期の
独自性への欲求
低い
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b：独自性欲求充足能力

低い
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a：独自性欲求充足能力

高い

採用製品の
独自性への欲求
高い

採用製品の
独自性への欲求
低い

採用製品の
独自性への欲求
高い

採用製品の
独自性への欲求
低い

「採用製品の独自性への欲求」と「採用時期の独自性への欲求」
と「独自性欲求充足能力」の間の交互効果は見られず（p =0.46）、
「採用製品の独自性への欲求」と「独自性欲求充足能力」の間の
交互効果は見られた！（F =8.68; p =0.00）

「採用製品の独自性への欲求」と「採用時期の独自性への欲求」
と「独自性欲求充足能力」の間の交互効果が見られた！
（F =5.32; p =0.02）

単純交互効果検定
複数の変数間に
交互効果があるかを調べる分析

研究目的

（F＝0.19; p＝0.66）

いずれかの独自性への欲求の高い消費者は、
どちらの独自性への欲求も低い消費者に比べて
シェア行動意図が高い！
いずれかの独自性欲求が高く、
独自性欲求充足能力の低い早期採用希望者が、
新製品を早期に採用した場合、シェア行動意図は高い！

仮説1a・2a
採用製品の独自性への欲求が高い消費者は、
採用製品の独自性への欲求が低い消費者に比べて
スケア行動意図が高い！
「採用製品の独自性への欲求」が高く、
独自性欲求充足能力の低い早採用希望者が、
新製品を早期に採用した場合、スケア行動意図は高い！

仮説1b・2b
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